
一月塾 2018 アンケート結果（参加 163 名、アンケート回収 158名） 

開催日：2018年 1月 7日（日） 

会 場：A&H ホール（千里中央） 

 

Q1.一月塾は何で知りましたか？（複数回答あり） 

 
その他：毎年来るので 

以前参加経験あり 

勉強会にて 

職場でのアナウンス 

 

Q2. 一月塾への参加は初めてですか？ 

 
Q3. 一月塾に参加して良かったですか？ 
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Q4.今後改善したほうが良いと思われる項目と意見 

・すべて良かった（複数） 

・大変満足（複数） 

・参加費用が安かった 

・席にもう少し余裕が欲しかった（複数） 

・もう少し広い会場が良かった（複数） 

・開催場所を大阪市内あるいは地下鉄周辺に 

・もっと南で開催してほしい 

・2 時間続けての講義ではなく、1時間 1コマのほうが集中しやすい 

・吉尾先生の講演内容をもう少し区切ってしていただけたら理解しやすかったです。 

・開始時間が早すぎる 

・プログラム構成が単調（アンケートには短調と書かれていました） 

・毎回、ゲスト講師をよんでも面白そう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5. 来年も一月塾に参加したいと思いますか？ 
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Q6. 今後取り上げてほしいテーマ、ご意見など 

・吉尾先生の脳以外の解剖学について聞きたい 

・研究内容など新しい知見を紹介してもらえたらうれしいです 

・脳卒中の評価法（複数） 

・障害部位に対してのアプローチ法 

・予後予測・評価法（どの検査はどこの機能をみているのか） 

・理学療法評価（目標設定について）（複数） 

・評価、ゴール設定の正しいやり方や実技もやっていけたら（いただけたら？）と思いま

す。 

・どのようなアプローチをすれば良くなるのかを詳しく知りたいです 

・吉尾先生の講演で脳から何に対してアプローチしないといけないかなどはよくわかった

のですが、実際にアプローチの方法はどのようにしているのか気になりました 

・セラピストに必要な解剖学 

・代償動作について勉強したいです 

・動作分析の基礎 

・筋の促通、抑制の違いが知りたいです 

・片麻痺患者の筋力トレーニング、筋力評価について 

・先生方が新人のころ、どうやって勉強されていたか、正しい評価ができるように学ばれ

てきた過程を具体的に知りたい 

・「非麻痺側の過活動、代償動作」についてなどのテーマを取り上げてほしいです。 

・行動変容（患者様が麻痺側上下肢をしっかり使うためにどうすればよいか） 

・起居動作や方向転換といった動作場面についての介入の仕方について教授していただき

たいです。 
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・同じ症例を通した鈴木先生、吉尾先生それぞれの意見を聞かせていただければと思いま

す。 

・人数が多いのは承知の上ですが、実技もしてみたいです。 

・高次脳機能障害について 

・筋緊張異常と歩行、装具と歩行について 

・装具に対して PTとして治療用、更生用をどのタイミングでどういった評価・考え方で決

めていくか 

・吉尾先生の治療介入 

・テーマを変更してみた内容も聞いてみたいです。 

     ・高次脳機能障害に対して 

     ・感覚障害に対して         ⇒歩行との関連・PTにできること 

     ・実技 

 

・改めて評価の大切さを学びました 

・とても貴重なお話をありがとうございました 

・本日はありがとうございました。評価をきちんと行いたいと思います 

・とても刺激をいただきました。来年もよろしくお願いいたします 

・いかに評価があいまいな状況で臨床を行っているか、経歴？等考えていないか思い知り

ました（一部読み取れず） 

・勉強不足を痛感し、より一層、評価治療について学ぼうと思いました。 

・ダイジェストや考え方など、細かい内容があり、学びになりました。ありがとうござい

ました 

・自身の評価力の向上の必要性がすごく理解できました。そのうえで 3～5 年目、5～10 年

目のセラピストが学生指導や新人教育をするにあたり、必要なことやそのポイントなど

があれば知りたいと思いました。 

・ありがとうございました。とても勉強になりました 

・すごく勉強になりました。もっとしっかり患者様に向き合おうと思いました。ありがと

うございました。 

・脳画像について現在私はほとんどわかっていないため、良い機会になりました。今後は

神経経路についてもっと考えていきたいと思います。ありがとうございました。 

・今現在、理学療法士としての未来に不安を感じます。医療界での弱さなど（立場）。先生

たちまた若手が頑張れるように（文章ここで終わり） 

・自分の勉強不足を痛感しました。解剖学、運動学、評価も 1 つ 1 つ地道に勉強しなおそ

うと思います。ありがとうございました。 

・来年も参加したいと思います。ありがとうございました。 

・大変勉強になりました。また参加したいと思います。 



・トップダウン評価に関して何回もお話しを聞くことでやっと理解ができてきました。1年

目の PTですが、もっと何回もお話を聞いて学びたいと思います。 

・ 

 

 


